
●圏央道内側の通過交通が９割⇒３割に減少、交通の転換が引き続き図られています。 
●道路利用者から移動時間の変化を実感頂いています。 

【東名高速⇔東北道間の経路選択】 

出典）ETCログデータ 

 圏央道開通前：平成27年10月1日（日）～30日（土）の平日  

 圏央道開通後：平成27年11月1日（日）～12月25日（金）の平日 

  ※東名高速の集中工事期間 

    平成27年11月１6日（月）～11月27日（金） を除く 

開通前 
圏央道内側 
の通過交通 
９割 

4,400台/日 

（９２％） 

200台/日 

（４％） 

200台/日 

（４％） 

桶川北本IC～白岡菖蒲IC 

開通前 

：一般道を利用して圏央道内側を通過するルート 

：首都高を利用して圏央道内側を通過するルート 

：圏央道を通過するルート 

圏央道内側の交通が 

９割から３割に減少 
100台/日 

（１％） 

2,200台/日 

（２６％） 

桶川北本IC～白岡菖蒲IC 

開通後 

6,300台/日 

（７３％） 

開通後 
圏央道内側 
の通過交通 
３割 

  都心の道路の移動時間が読めるように 

４月からの首都圏の新たな高速道路料金により 
さらなる転換が期待 

【東名高速 港北ＰＡ利用者】 
 圏央道の開通後、渋滞が少
なくなり運転がスムーズに
なったと思います。 

 目的地までも早く行けるの 
 でありがたいです。 
 

圏央道の内側の高速道路や
首都高速利用者の声 

【首都高速川口ＰＡ利用者】 
・圏央道の開通後、首都高 
 の渋滞が減ったと感じます。 
 時間が読めるようになり 
 ありがたいです。 

出典）ＰＡアンケート調査  

   東名高速 港北ＰＡ：平成28年1月26日（火） 

   首都高速 川口ＰＡ：平成28年1月31日（日） 

     （大宮国道事務所調べ） 
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